




 
研究目的 

 近年子どもの健康障害の要因に食を含めた生活習慣の不規則性や偏りだけでなく運動の

質的偏りや、量的な不足が上げられるようになってきた。子どもの生活を時間的に規制し

ている保育園や幼稚園での生活や家庭での遊びの質や食物摂取状況などの行動量に影響す

る要因について昨年度の研究で追及してきた。その結果について主成分分析で得られた因

子は、遊びの種類が肥満度や運動量に影響し、気候、季節、風土の違いによる影響を加味

し、異なる地域に居住する幼児の運動量、食物摂取量、園での生活状況から運動量に及ぼ

す要因を探ることを検討した。 


